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L

文
・金
丸
弘
美
／
写
真
ｏ分
部
辰
浩

群
島
県
藩
圏
籠
の
種
境
保
全
蟄
農
業

な
わ
て
平
成
８
饉
鐘
鑢
畿

参
た

警子

持
鐵
繋
慧
農
場
』
。
こ
れ
畿
で
の
近
代

驀
鶏
と
鐵
違
い
、
鶏
の
饉
議
、
鐘
震

濾
禽
総
鬱
、
爾
遷
鍾
鏃
膵
天
然
資
材

覆
犠
爾
し
、
鐘
、
家
、
論
、
鐵
、
販

売
畿
意
を
鶴
鷹
鋳
こ
だ
わ
っ
た
、
燿

魔
で
安
全
な
が
マ
，遍
奄
違
つ
議
し
て

大
量
な
入
饉
懸
。

子
持
自
然

恵

農
場
の
タ
マ
ゴ
は
、
３
カ
月

先
ま
て
予
約
が
入
っ
て
い
る
。
群
馬
県
沼
田
市
、

新
幹
線
の
上
毛
高
原
駅
か
ら
■
７Ｌ
”
分
ほ
ど
の

０
０

０
ン
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小
高
い
丘
に
農
場
が
あ
る
。
周
辺
は
雑
木
林
と

畑
に
囲
ま
れ
、
環
境
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
だ
。

広
々
と
し
た
木
造
の
鶏
合
に
は
、
ふ
か
ふ
か
の

藁
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
部
屋
が
２０
ぁ
り
、　
一
部

屋
９
坪
あ
た
り
１
０
０
～
１
２
０
羽
の
鶏
た
ち

が
の
び
の
び
と
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

タ
マ
ゴ
の
販
売
は
完
全
予
約
制
。
普
通
は
タ

マ
．コ
の
サ
イ
ズ
を
Ｓ
、
Ｍ
、
Ｌ
と
分
け
る
の
だ

が
、
ま
っ
た
く
大
き
さ
を
分
け
な
い
。

「生
ん
だ
順
に
す
ぐ
に
届
け
た
い
。
そ
の
た
め

の
予
約
制
。
人
間
の
子
ど
も
に
も
個
性
が
あ
る

よ
う
に
、
タ
マ
ゴ
も
同
じ
。
だ
か
ら
Ｍ
Ｌ
は
関

係
な
し
」
と
、
オ
ー
ナ
ー
の
生
方
彰
さ
ん

（５０

歳
）。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
て
は
な
い
。

「鶏
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に

広
々
と
し
た
と
こ
ろ
，て
育
て
、
飼
料
に
も
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
近
所
の
笹
や
利
根
川
の
葦
な

ど
の
青
物
も
３
割
は
入
れ
、
自
然
の
ミ
ネ
ラ
ル

も
十
分
摂
る
よ
う
に
し
て
い
る
ん
．て
す
」

タ
マ
ゴ
を
割
る
と
こ
ん
も
り
黄
身
が
盛
り
上

が
り
、
は
り
が
あ
っ
て
こ
く
が
あ
る
。
何
よ
り

飼
育
し
て
い
る
の
は
オ
ラ
ン
ダ
系
の
ヒ
ペ
コ
ネ
ラ
と
い

う
種
類
。
原
種
に
近
く
、
平
地
で
飼
う
の
に
適
し
た
も

の
。
１
４
０
～
１
５
０
日
で
タ
マ
ゴ
を
産
み
始
め
る
。

自
然
で
安
全
を
信
条
に
し
、
生
ま
れ
た
タ
マ
，コ

は
、
人
気
を
集
め
て
い
る
。

「多
く
安
く
売
ら
れ
る
タ
マ
，コ
は
、
品
種
改
良

さ
れ
た
鶏
を
、
狭
い
ケ
ー
ジ
の
中
に
入
れ
て
、

毎
日
タ
マ
ゴ
を
生
ま
せ
る
。
こ
の
た
め
病
気
に

も
な
り
や
す
い
。
お
ま
け
に
食
べ
る
餌
に
は
栄

養
剤
や
保
存
料
な
ど
３０
種
類
以
上
も
合
ま
れ
、

大
量
に
生
ま
せ
る
。
現
代
養
鶏
て
は
、
タ
マ
，コ

は

一
個
７
円
と
い
う
安
さ
．て
売
ら
れ
ま
す
」

タ
マ
．コ
の
値
段
は
、
昭
和
３０
年
か
ら
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
鶏

を
改
良
し
餌
を
自
動
供
給
し
ど
ん
ど
ん
食
べ
さ

せ
、
大
量
に
生
ま
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
，て
き
た
か

ら
だ
。
戦
後
貴
重
だ
っ
た
タ
マ
，コ
は
廉
価
に
な

っ
た
も
の
の
、
鶏
の
病
気
防
止
の
大
量
の
抗
生

物
質
投
与
や
、
異
臭
を
放
つ
糞
の
問
題
、
タ
マ

ゴ
を
産
む
だ
け
て
短
期
間
に
消
費

・
処
分
さ
れ

る
鶏
や
、
養
鶏
そ
の
も
の
の
あ
り
方
が
最
近
疑

問
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昔
な
が
ら
の
う

ま
い
タ
マ
ゴ
が
食
べ
た
い
と
い
う
時
代
の
要
請

に
、
子
持
自
然
恵
農
場
は
見
事
マ
ッ
チ
し
た
。

鶏の餌は約30種類を自家配合する贅沢さ。米糠、ゴマ、大豆、
ニンニク、和牛肉、日高昆布、ズワイガニの殻など。ほかに

周辺の笹、葦、野菜も与える。食事は 1日 l回。しつかりi~3

動をさせて食事をさせるほうが健康によく、寿命も長い。



(左 )天然緑汁と呼ばれる自家製の植物発酵エキ

ス。周辺のヨモギ、杉の実、果実などを黒砂糖と

ともに桶に入れて作る発酵液。酵母や手し酸菌がた

くさん含まれる。これを薄めて餌に入れる。藁の

床に入れると菌の力で糞を分解。異臭はしない。

(下 中央)産みたてのタマコ。こらんのように本来

は、一つ一つ形も大きさも微妙に違う。これを、

この農場では「イ固1生Jと 呼ぶ。 (下左)殻を害」つた

タマコ。新鮮で元気がいいことが、こんもりした

黄身と弾力性のある自身ですぐにわかる。

(右 )鶏 に飲ませる水は、専用の池をつくり、水を汲

み上げて、上から池の中に水を落とす。水は、池に

敷き詰めた麦飯石と珊瑚を通して濾過され、ミネラ

ル豊かなものにする。 (中央)自家配合で作る餌の材

料の一部。貝殻とトウモロコシ。

(下右)鶏に食べさせる笹の葉。ヒナの段階から玄米

とともに食べさせる。腸が丈夫に長くなるという。

さらに環境適応能力が強くなり、健康な鶏として育
つ。笹の葉は近所の竹藪から、毎日のように採取し

てくる。

葬
垂
髯
髪
髪
髪
畢
髪
巽
葬
藝
●

）́

室

讐
そ
こ
葵
箋
装
諄
言

オ
ー
ナ
ー
の
生
方
彰
さ
ん
の
本
業
は
、
古
紙

リ
サ
イ
ク
ル
。
こ
の
農
場
は
沼
田
市
の
環
境
保

全
型
農
業
と
し
て
補
助
を
受
け
平
成
８
年
に
ス

タ
ー
ト
。
事
業
費
は
２
２
０
０
万
円
。
最
初
か

ら
２
０
０
０
羽
を
飼
育
し
、
現
在
は
２
４
０
０

羽
を
飼
育
す
る
。

き
っ
か
け
は
農
家
で
廃
棄
に
困
っ
た
一彙
の
処

理
。
こ
れ
を
堆
肥
化
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
そ
ん
な
頃
に
高
校
教
師
の
友
人
に
微
生
物

に
よ
る
有
機
物
質
の
分
解
の
話
を
聞
き
、
聴
さ

に
行
っ
た
の
が
、
韓
国
自
然
農
業
の
趙
漢
珪
（チ

∃
ウ

・
ハ
ン
ギ
ュ
）
氏
の
講
演
だ
っ
た
。
趙
漢

珪
氏
の
農
業
は
、
そ
の
土
地
に
生
息
す
る
微
生

物
を
生
か
し
て
、
化
学
肥
料
や
化
一苗
辰
薬
に
頼

ら
ず
、
．て
き
る
だ
け
お
金
を
か
け
な
い
自
然
の

循
環
を
目
指
す
農
業
。
最
近
は
韓
国
の
農
協
．て

も
奨
励
し
て
お
り
、
日
本
．て
も
実
践
家
が
増
え

て
い
る
。

生
方
さ
ん
は
、
こ
の
農
法
に
い
た
く
感
銘
。
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農場長を務める瀬戸哲夫さん。本し現生まれ。元サラ

リーマン。体を壊し、健康のために食材を扱うネッ

トワークに参力□。韓国自然農業を知つて共感。知人

til紹 介で生方氏を

'日

り3年前に沼田市に来て、現在

の農場の中心者となった。

瞼芍由筵

鶏合は床に切り藁を敷き詰め、海水、天然緑汁、

ミネラル水か入れられてしヽる。自然の微生物が糞

を分解c異臭はまったくなく、逆に山土のような

豊かな臭いかする。屋根はカーフし通気性のいしヽ

設計た。

タマ
=301回

入り :ケー

ス、 6カ 用以上の継続

予約価格1980理 (税込

み送料月J、 ただし予約

外 1ま P970門 )。 ひと馬の

百こ送回数と

'回

数、継続

年数を連絡ぬこと。い

つ ごもキャンセル可。

群馬県落霊南l~形朦町

オ|:3

翁037882-1105
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採集したタマコは、一個―個をl旨でコ

ツコツと□口いてみる。なかに殻の弱い

もc■l rJあ り発送でliれるものがあるか

らだ。機械洗浄をせす、ミネラル水を

含んだ布で丁寧に汚れを浩とす。

こ
の
頃
、
農
水
省
の
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
、

ま
た
町
に
福
祉
村
構
想
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

自
然
村
構
想
案
を
立
て
て
市
に
提
言
．
市
．て
承

認
さ
れ
、
環
境
保
全
型
農
業
と
し
て
補
助
が
う

け
ら
れ
た
Ｌ
い
う
わ
け
．て
あ
る
。

現
在
、
鶏
合
の
良
質
の
堆
肥
は
、
周
辺
の
畑

に
還
元
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
。


